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天
の
川
を
望
む　
　
　

　

梅
雨
入
り
前
の
快
晴
時
に
撮

影
し
た
天
文
台
北
館
と
天
の
川
で

す
。
こ
の
写
真
で
露
出
時
間
が
20

秒
と
聞
い
て
、
技
術
進
歩
に
驚
く

ば
か
り
で
す
。
星
空
を
見
上
げ
る

ヒ
ト
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
で

し
ょ
う
ね
。（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ 

Ｅ
Ｏ

Ｓ
５
Ｄ
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
０
０
０
、ズ
ー

ム
レ
ン
ズ
28
ｍ
ｍ
、
露
出
20
秒
、

撮
影
：
前
野
将
太
嘱
託
研
究
員
）
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全般　 金星が見ごろ
  7 日　水星が東方最大離角
13日　ペルセウス座流星群が極大
20日　金星が東方最大離角

　

今
年
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

は
、
流
星
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る

13
日
０
時
過
ぎ
に
は
月
が
沈
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
空
が
暗
い
の

で
、
良
い
条
件
で
観
察
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
の
あ
る

12
日
宵
の
内
に
は
、
西
の
空
に
月
、

火
、
金
、
土
、
水
星
が
集
ま
っ
て

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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坂元 誠
「修行」で
撮ったあ

Series : Go! Observatory

～　ご案内　～
香美町立香住天文館
星を見る会：第 2,4 土曜日 (4 月～ 11 月 )
〒 669-6542　
兵庫県香美町香住区一日市 47番地
　　　　　　　　　(岡見公園内 )
TEL 0796-36-3764( 香住区中央公民館 )

ご案内いただいた香美町教育委員会の西本
英樹さん

岡見公園から日本海を望む

香
か み

美町立香
か す み

住天文館
シリーズ：天文台へ遊びに行くぞ (2)

1.  

ど
ん
な
施
設
？

　

香か
す
み住

天
文
館
は

１
９
９
１
年
、
兵
庫
県

北
部
の
香か

み美
町
、
香
住

地
区
に
あ
る
岡
見
公
園

内
に
設
置
さ
れ
た
天
文

台
で
す
。岡
見
公
園
は
、

国
の
名
勝
、
香
住
海
岸

を
広
く
見
渡
せ
る
数
少

な
い
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
夜
釣
り
に
訪
れ
る

人
も
多
い
と
か
。
天
文

館
の
「
星
を
み
る
会
」

は
冬
季
を
除
く
、
第
２
、４
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
、
地
元
学
校
の
先
生
や
、「
星

の
ソ
ム
リ
エ
(R)
」
の
方
が
案
内
し
て
く

だ
さ
る
そ
う
で
す
。

2.  

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
？

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
人
間
模
様
「
夢
千
代

日
記
」
は
、
主
人
公
の
夢
千
代
（
吉
永

小
百
合
サ
マ
！
）
が
故
郷
の
湯
村
温

泉
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
山
陰
線
の
鉄
道
に
ゆ
ら
れ
、
香

住
の
山
間
に
か
か
る
余あ
ま
る
べ部
鉄
橋
を
渡
る

シ
ー
ン
が
印
象
的
で
し
た
。

　

天
文
館
の
あ
る
香
住
地
区
は
、
風
光

明め
い
び媚
な
香
住
海
岸
、
隣
町
に
あ

る
湯
村
を
は
じ
め
と
す
る
温

泉
、
も
ち
ろ
ん
、
カ
ニ
な
ど
の

海
産
物
で
も
有
名
で
す
。

3. 

天
文
台
内
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う

　

今
回
は
休
館
日
の
と
こ
ろ
、

特
別
に
、
香
美
町
教
育
委
員
会

の
西
本
さ
ん
に
施
設
を
ご
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ン
パ

ク
ト
な
施
設
な
が
ら
、
講
義
室

も
備
え
て
お
り
、
悪
天
候
時
な
ど
は
星

の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

天
体
観
測
室
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
製

の
15
セ
ン
チ
屈
折
赤
道
儀
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

4.  

ま
た
い
く
ぞ
！

　

香
住
海
岸
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
一
部
で
す
。
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参

加
し
て
自
然
体
験
を
楽
し
む
の
も
よ

し
、
カ
ニ
を
食
べ
る
の
も
よ
し
。
８
月

12
日
に
新
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
へ
と
切
り

替
わ
る
余あ
ま
る
べ部

橋
梁
を
渡
り
、
湯
村
温
泉

を
訪
ね
る
鉄
道
の
旅
も
い
い
で
す
ね
。

　

そ
の
中
に
香
住
天
文
館
の
観
望
会
も

プ
ラ
ン
に
組
み
込
ん
で
、
日
本
海
の
自

然
大
満
足
の
旅
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
！

（
さ
か
も
と
ま
こ
と
・
主
任
研
究
員
）
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時
政 

典
孝

ネ
ッ
ト
で
楽
し
む
太
陽

Let's enjoy Astronomy

スピカは 5重連星

図１：既に運用されている宇宙天気ニュースのページ。
情報通信研究機構宇宙環境計測グループ提供。
http://swnews.nict.go.jp/swnews.html

太
陽
活
動
は
生
活
情
報

　
先
月
号
で
紹
介
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｏ
と
い
う

ア
メ
リ
カ
の
太
陽
観
測
衛
星
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
教
育
普
及
用
に
制
作
さ
れ

た
映
像
が
あ
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
太

陽
映
像
の
他
に
、
太
陽
観
測
が
私
た
ち

の
生
活
に
ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か
を
紹

介
し
たFrom

 the Sun, to You

と

い
う
１
分
ほ
ど
の
番
組
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
観
測
衛
星
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が

地
上
へ
送
ら
れ
、
計
算
機
で
解
析
さ
れ

て
み
な
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
届
く
、
と
い
う
今
の
地
震
情

報
の
よ
う
な
将
来
の
シ
ス
テ
ム
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、

今
は
現
実
味
が
無
く
て
も
、
宇
宙
開
発

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
よ
り
も

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
と
な
る
と
、
現
在

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
太
陽
の
活
動
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
試
し

に
な
る
と
、
き
っ
と
み
な
さ
ん
も
太
陽

の
フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
紹
介
す
る
サ
イ
ト
は
一
般
的
な
ブ

ラ
ウ
ザ
ー
で
安
心
し
て
無
料
で
見
ら
れ

る
サ
イ
ト
で
す
の
で
、
英
語
だ
と
ひ
る

ま
ず
に
、
天
気
予
報
サ
イ
ト
を
見
る
感

覚
で
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宇
宙
版
気
象
衛
星
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

　

太
陽
の
活
動
は
、
宇
宙
空
間
で
作
業

を
す
る
宇
宙
飛
行
士
だ
け
で
な
く
、
電

波
で
通
信
を
行
う
航
空
や
船
舶
関
係
の

仕
事
に
、
あ
る
い
は
活
発
な
活
動
の
と

き
に
は
、
ア
メ
リ
カ
北
部
で
地
上
の
電

力
施
設
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
太
陽

活
動
の
監
視
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

地
上
か
ら
の
観
測
で
は
、
曇
っ
て
し
ま

う
と
全
く
太
陽
が
監
視
で
き
ま
せ
ん
。

が
よ
り
身
近
に
な
る
将

来
に
お
い
て
は
、
一
般

的
な
情
景
な
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
太
陽
活

動
に
よ
る
宇
宙
環
境
の

情
報
を
「
宇
宙
天
気
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
将
来
の
シ
ス
テ

ム
を
見
据
え
て
、
太
陽

の
情
報
を
電
子
メ
ー
ル

で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
10
年
ほ
ど
前
か

そ
れ
で
最
近
で
は
、
宇
宙
空
間
へ
観
測

衛
星
を
飛
ば
し
て
太
陽
を
観
測
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
太
陽
活
動
を
宇
宙
か

ら
監
視
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
太
陽
観

測
衛
星
が
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
日
本
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
ま

図２：日本の太陽観測衛星「ひので」による黒点画像。太陽をどこまで細かく
撮影できるかと言う点では、ひのでの画像が世界一だ。（国立天文台提供）
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Let's enjoy Astronomy

図３：SOHO 衛星と２機の STEREO 衛星の位置。
STEREO衛星は次第に地球から離れつつある。現在
の位置は http://stereo-ssc.nascom.nasa.gov/where.shtml
で確かめることができる。（NASA提供）

す
。
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

(SO
LA
R A
N
D
 H
ELIO

SPH
ERIC 

O
B
SER

VA
TO
R
Y
)

衛
星
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
は
ソ
ー
ホ
ー
と

読
み
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
衛
星
は
、
地
球

か
ら
太
陽
の
方
向
へ
１
５
０
万
キ
ロ
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
衛
星
は

太
陽
か
ら
地
球
へ
や
っ
て
く
る
も
の
を

監
視
し
て
い
て
、
紫
外
線
で
太
陽
の
表

面
近
く
の
コ
ロ
ナ
を
撮
影
し
た
り
、
人

工
の
日
食
を
作
っ
て
太
陽
か
ら
離
れ
た

コ
ロ
ナ
の
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
中
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
あ
る

data/archive

のTheSunN
O
W

を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
図
４
の
よ
う
な
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
衛
星
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
図
４
の
右
下
に
あ
る
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｃ
Ｏ 

Ｃ
２
と
Ｃ
３
が
人
工
的
に
日
食

を
作
っ
て
コ
ロ
ナ
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
両
方
と
も
図
の
中
に
書
か
れ
た
白

い
丸
が
太
陽
の
大
き
さ
と
位
置
で
す
。

そ
の
外
の
暗
い
丸
が
太
陽
の
光
を
隠
し

て
い
る
板
の
大
き
さ
で
す
。
Ｃ
３
の
方

に
は
背
景
に
星
座
の
星
々
が
写
っ
て
い

ま
す
。

　

data/archive

のM
pegM

ovies

の
方
で
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｅ
と
い
う
コ
ロ
ナ
が

噴
出
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
星
座
の
中
を
太
陽
が
移
動
す

る
様
子
や
、
ま
れ
に
彗
星
が
通
り
過
ぎ

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
陽
の
裏
側
も
見
て
し
ま
え

を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
最
近
の
太
陽

映
像
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｅ

Ｉ
Ｔ
と
記
号
の
つ

い
た
太
陽
の
映
像

で
は
、
太
陽
の
自

転
や
フ
レ
ア
に

よ
っ
て
突
然
コ
ロ

ナ
が
明
る
く
な
る

様
子
が
見
ら
れ
ま

す
。
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

図４：SOHOの太陽画像。上段が極端紫外線で見られる太陽のコロナ。下段左から
黒点の画像、磁場の画像、人工的な日食を作って映し出したコロナ外部。(NASA/ESA
提供）http://sohowww.estec.esa.nl/data/realtime-images.html

　

地
球
の
方

か
ら
太
陽
を
見

る
と
、
ど
う
し

て
も
太
陽
の
裏

側
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
裏
側
を

見
せ
て
く
れ
る

の
は
、
２
基
の

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

Ｏ(

ス
テ
レ
オ)

衛
星
で
す
。
こ

の
衛
星
は
、
ほ

ぼ
地
球
軌
道
の

地
球
よ
り
前
側

と
後
側
に
あ
っ

て
、
地
球
か
ら

見
た
太
陽
の
裏

側
を
紫
外
線
で

観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
球
の

方
へ
向
く
で
あ
ろ
う
太
陽
の
活
動
の
盛

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
ら
か
じ
め
分
か
っ
た

り
、
裏
側
へ
回
っ
て
い
く
活
発
な
場
所

を
ず
っ
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
衛
星
は
地
球
と
太
陽

を
横
か
ら
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
Ｃ
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Let's enjoy Astronomy

ハーバード大学で光学SETI をするミード博士と

図６：GOES衛星の太陽Ｘ線強度の変化。
http://www.swpc.noaa.gov/rt_plots/xray_5m.html
下段は太陽活動が活発で X線がたくさん放射され
ています（NOAA/SWPC提供）。

Ｍ
Ｅ
の
噴
出
物
が
い
つ
地
球
に
到
達
す

る
か
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
衛
星
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
一
番
上
の
画
像
は
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
太
陽
が
く
る
く
る
回
り
ま

す
。
２
基
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
衛
星
と
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
衛
星
の
画
像
を
組
み
合
わ
せ
て

作
っ
た
太
陽
で
す
。
地
球
か
ら
は
決
し

て
見
ら
れ
な
い
太
陽
の
裏
側
が
く
っ
き

り
と
写
し
出
さ
れ
て
い
て
、
な
ん
だ
か

「
未
来
」
を
感
じ
ま
す
。

太
陽
活
動
度
の
指
標
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
衛
星

　

太
陽
の
活
動
指
数
を
見
る
に
は
、
Ｇ

Ｏ
Ｅ
Ｓ(

ゴ
ー
ズ)

衛
星
の

太
陽
Ｘ
線
強
度
が
便
利
で

す
。
太
陽
コ
ロ
ナ
で
太
陽
に

働
く
磁
力
線
が
入
り
乱
れ
つ

な
ぎ
か
わ
り
が
起
こ
る
と
、

余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
Ｘ
線

や
光
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
わ
っ
て
解
放
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解

放
は
、
フ
レ
ア
と
呼
ば
れ
ま

す
。
図
６
の
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
衛
星

の
グ
ラ
フ
が
上
昇
し
た
と
き

に
は
、
太
陽
の
活
動
が
活
発

で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。

図５：２機のステレオ衛星とSOHO衛星の画像を組み合
わせて作られた太陽像。地球からは見られない部分も分
かる。（NASA提供）

黒
点
情
報
な
ら
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｃ

　

黒
点
の
数
も
太
陽
の
活
動
度
を
示
す

指
標
で
す
。
世
界
的
に
黒
点
の
デ
ー
タ

を
集
計
し
て
い
る
の
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
で

す
。
こ
こ
最
近
の
黒
点
数
の
グ
ラ
フ
や

デ
ー
タ
、
過
去
の
も
の
に
つ
い
て
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
日
の
太
陽
は
ど
ん
な
調
子
か
な
、

と
紹
介
し
た
サ
イ
ト
を
サ
ー
フ
ィ
ン
し

て
、
太
陽
の
ご
機
嫌
を
伺
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

近
い
将
来
に
は
宇
宙
天
気
予
報
士
、

と
い
う
資
格
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

ね
。（
と
き
ま
さ
の
り
た
か
・
主
任
研
究
員
）

図７：ベルギー王立天文台の黒点情報ページ（SIDC提供）。
http://sidc.oma.be/sunspot-index-graphics/sidc_graphics.php
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なゆた画像ギャラリー 鳴沢 真也・前野 将太

Report from NHAO

なゆた望遠鏡のMINT（可視光撮像装置）による最新天体画像をご鑑賞下さい。

いて座の散開星団M17/NGC 6618(オメガ星雲 )距離は 4200光年。

りょうけん座の球状星団M3/NGC 5272。距離は 3万 4千光年。
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Report from NHAO

かみのけ座の銀河NGC 4565（針銀河）。距離は 5300 万光年。

画像は西はりま天文台公園のホームページからダウンロードできます。

縞模様が１本になってしまった木星。



　星間空間で最も複雑な有機化合物の検出　　松田 健太郎

Latest News

　お帰りなさい！「はやぶさ」　　佐藤 友美

複雑な有機化合物アントラセンが見つかった
恒星Cernis 52 の周囲のガス。（NASA/DSS/
Caltech/Palomar 提供）

「はやぶさ」が地球帰還直前に撮影し送られて
来た最後の画像は、美しい地球の姿でした。画
像下の方は途中で通信が途切れてしまいました。
（JAXA提供）
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　ペルセウス座の方向、太陽系から約 700 光年離
れた場所にある恒星Cernis 52 (BD+31 640) の周
囲で、過去に星間空間で見つかっているものより
ももっと複雑な有機分子、アントラセンが発見さ
れたそうです。
　アントラセンという物質は、地球以外を起源と
するものではこれまでに隕石から見つかっただけ
で、星間空間で検出されたことはありませんでし
た。アントラセンが酸化して出来るアントラキノ
ンは、地球上ではアロエなど幾つかの生物が持っ
ている物質で、特に珍しいものではありません。
　この発見があったCernis 52 という恒星系は星
形成領域の中に位置しており、元々周囲に星間物
質が豊富にあることがわかっていただけでなく、
2年前にはナフタレンが発見されるなど、既に複
雑な有機分子の存在が確認されていました。そのため、より複雑な有機分子、更にはアミノ
酸等の発見に期待が持たれていた場所です。今後は、さらに生命の根源に近付く有機物の発
見を目指して、探索が続けられそうです。

　６月 13日 ( 日 )22 時 51 分、小惑星探査機「は
やぶさ」に搭載されていたカプセルが、地球に
帰還しました。「はやぶさ」は？というと、秒速
12キロという超高速で直接大気圏に突入した際
に、粉々になって燃え尽きました。
　「はやぶさ」が目指したのは「イトカワ」とい
う小惑星でした。小惑星は、惑星が誕生する頃
の記録を留めている化石のような天体です。も
し、直接小惑星の砂や塵やガスを地球に持ち帰
ることができれば、惑星や小惑星を作る材料が
どんなものだったのか、惑星が誕生する頃の太
陽系内の様子がどうであったのか、手がかりを
見つけることができるかもしれません。
　そこで「はやぶさ」は、2003 年５月９日に内
之浦から打ち上げられ、2005 年９月 12日に「イ
トカワ」に到着しました。また、2005 年 11 月には、微小重力（地球の 10万分の１）の「イ
トカワ」に 2回着陸し、その砂や塵などの採取に挑戦しました。
　「はやぶさ」は、たくさんの苦難を乗り越え、総距離 60億キロを７年かけてカプセルを地
球に送り届けました。カプセルにどんなものが入っているのか、分析結果がとても待ち遠し
いですね。
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１
日　

早
朝
、
昨
年
の
水
害
を
受
け
、

非
常
時
の
連
絡
体
制
を
確
認
す
る
訓

練
を
佐
用
町
役
場
で
実
施
。「
ト
ラ
イ

や
る
」
で
来
園
し
た
地
元
中
学
生
３

名
が
観
望
会
に
参
加
。
金
星
や
土
星

を
は
じ
め
多
く
の
天
体
を
鳴
沢
・
松

田
研
究
員
が
案
内
。

２
日　
「
ト
ラ
イ
や
る
」
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

ル
ー
ム
で
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
佐

藤
研
究
員
が
対
応
。

３
日　
「
ト
ラ
イ
や
る
」
で
時
政
・
松
田

研
究
員
の
指
導
の
元
、
中
学
生
が
約

40
名
の
お
客
さ
ん
を
相
手
に
観
望
会

を
実
施
。
今
年
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
。

神
戸
大
学
が
60
セ
ン
チ
望
遠
鏡
を

使
っ
て
地
球
照
の
観
測
を
実
施
。
丹

羽
研
究
員
対
応
。

４
日　
「
ト
ラ
イ
や
る
」
の
反
省
会
。
中

学
生
に
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
も

ら
え
た
。

10
日　

観
望
会
終
了
後
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
観
測
。
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の

撮
像
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
暗
す
ぎ
て

捉
え
ら
れ
ず
。
見
ご
た
え
の
あ
る
銀

河
、
Ｎ
Ｇ
Ｃ 

４
５
６
５ 

を
撮
影
。
時

政
研
究
員
は
超
新
星 

Ｓ
Ｎ
２
０
１
０

ｄ
ｑ
の
測
光
観
測
。
縞
が
一
本
消
え

た
木
星
の
撮
影
。

12
日　

梅
雨
入
り
。
入
っ
た
ば
っ
か
り

だ
が
、
や
っ
ぱ
り
早
く
明
け
て
欲
し

い
と
思
う
。
今
回
の
サ
イ
エ
ン
ス
イ

ベ
ン
ト
は
「
光
る
星
座
絵
を
つ
く
ろ

う
」。
た
く
さ
ん
の
小
学
生
が
工
作
を

楽
し
み
ま
し
た
。（
松
田
・
丹
羽
研
究

員
）

13
日　

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
地
球

へ
帰
還
。
悪
天
候
の
た
め
、
な
ゆ
た

望
遠
鏡
に
よ
る
撮
影
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
か
し
、
こ
う
い
う
と
き
に
限
っ
て

宿
泊
者
０
人
。
松
田
研
究
員
は
観
測

の
準
備
を
進
め
る
も
、
今
度
は
曇
っ

て
し
ま
っ
て
結
局
、
十
分
な
観
測
が

で
き
ず
。

17
日　

鳴
沢
・
丹
羽
研
究
員
が
担
当
す

る
「
教
師
の
た
め
の
天
体
観
察
入
門

実
習
」
の
募
集
が
ス
タ
ー
ト
。
去
年

は
中
止
に
な
っ
た
の
で
、
今
年
は
た

く
さ
ん
の
先
生
た
ち
の
参
加
に
期
待
。

圓
谷
・
坂
元
研
究
員
、
な
ゆ
た
望
遠

鏡
の
保
守
説
明
の
た
め
、
県
庁
へ
出

張
。

18
日　

佐
用
町
役
場
で
健
康
診
断
を
受

診
。
昨
年
、
初
め
て
飲
ん
だ
バ
リ
ウ

ム
に
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
頃
が
懐
か

し
い
。

20
日　

宿
泊
し
て
い
る
聖
ミ
カ
エ
ル
幼

稚
園
の
児
童
に
お
話
（
坂
元
研
究
員
）。

滞
在
中
は
晴
れ
ず
に
観
望
会
が
で
き

ず
に
残
念
。

21
日　

８
月
12
日
の
ス
タ
ー
ダ
ス
ト

に
向
け
て
研
究
員
全
員
で
打
ち
合
わ

せ
。
今
年
は
丹
羽
研
究
員
が
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

24
日　
「
教
師
実
習
」
の
資
料
配
布
の
た

め
、
鳴
沢
研
究
員
が
梶
本
推
進
員
と

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
号
で
神
戸
市
役
所
へ
。

25
日　

以
前
佐
用
町
上
月
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
方
か
ら
、
使
わ
な
く
な
っ

た
望
遠
鏡
の
寄
贈
が
あ
っ
た
た
め
、

石
田
台
長
と
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
号
で
受

け
取
り
に
。
年
数
は
経
っ
て
い
る
も

の
の
、
口
径
も
大
き
く
立
派
な
望
遠

鏡
で
す
。

26
日　

今
年
２
度
目
の
部
分
月
食
。
北

海
道
か
ら
宮
崎
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
行
う
施
設
を
紹
介
し
た
が
、

兵
庫
は
ず
っ
と
雨
で
望
遠
鏡
を
出
す

こ
と
さ
え
で
き
ず
。
Ｃ
Ａ
Ｎ(C

C
D
 

A
stronom

y N
etw
ork) 

の
10
回
目

の
会
合
が
西
は
り
ま
天
文
台
で
開
催
。

圓
谷
研
究
員
が
画
像
処
理
に
つ
い
て

講
演
。

28
日　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
日
本
公
開
天
文

台
協
会
）
全
国
大
会
に
黒
田
園
長
、

時
政
・
鳴
沢
研
究
員
が
出
席
。
今
年

は
仙
台
で
。

29
日　

４
回
目
を
迎
え
た
は
り
ま
宇
宙

講
座
に
向
け
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
で
打

ち
合
わ
せ
。
佐
藤
研
究
員
は
「
ト
ラ

イ
や
る
」
の
反
省
会
の
た
め
、
佐
用

中
学
校
へ
。

30
日　

松
田
研
究
員
、
望
遠
鏡
の
貸
し

出
し
と
操
作
説
明
の
た
め
、
ス
タ
ー

ダ
ス
ト
号
で
地
元
の
利
神
小
学
校
へ
。

で
き
ず
。

14
日　

な
ゆ
た
望
遠
鏡
や
60
セ
ン
チ
望

遠
鏡
、
太
陽
望
遠
鏡
の
保
守
の
た
め
、

西
村
製
作
所
が
来
台
。
坂
元
・
時
政

研
究
員
が
対
応
。

15
日　

キ
ラ
キ
ラ
ｃ
ｈ
の
収
録
。
早
い

も
の
で
３
年
目
を
迎
え
る
が
、
ま
だ

ま
だ
ネ
タ
は
つ
き
ま
せ
ん
。

16
日　
梅
雨
の
中
休
み
で
朝
か
ら
快
晴
。
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天文講演会
時間　15:00 ～ 16:00
演題　太陽系の起源と進化：外縁部に未知の惑星か？
講師　パトリック・ソフィア・リカフィカ 氏
　　　　（近畿大学 総合社会学部　講師）
内容　太陽系の起源と進化について、講師が進めて
きたコンピューター解析によって明らかになった
姿をご紹介します。

今年もペルセウス座流星群は西はりまへCome On !!

６月のおおなで☆便り　園長　黒田 武彦

Trend of  NHAO

スターダスト2010 in おおなで

スターダスト2010 in おおなで
時間　午後から夜半過ぎ　受付：14:30 から
内容　ペルセウス座流星群観察会、なゆた望遠鏡観望
会、福田直樹ピアノコンサート、オカリナコンサー
ト、クイズラリー、模擬店、ほか

■
１
日
、
午
後
に
課
長
会
、
大
学
講
義
の
た
め
安
本
参
事
が
代
理
出
席
。

■
３
日
、
シ
ョ
ッ
プ
ア
ル
バ
イ
ト
の
面
接
。
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
は
中
学
生

３
人
が
天
体
観
望
指
導
員
の
体
験
。

■
５
日
、
大
学
講
義
は
半
期
で
15
回
の
授
業
が
必
須
と
な
り
、
土
曜
日
だ
と
い

う
の
に
補
講
の
指
定
。

■
６
日
、
東
亜
天
文
学
会
役
員
会
、
会
の
再
編
を
行
う
会
議
で
、
議
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
新
体
制
の　

副
会
長
を
引
き
受
け
た
。

■
８
日
、
大
学
講
義
の
た
め
佐
用
町
議
会
開
会
は
早
退
、
以
後
は
安
本
参
事
。

夜
は
姫
路
地
方
文
化
団
体
連
合
協
議
会
茶
座
「
い
ま
・
は
り
ま
」
で
講
演
（
市

民
会
館
）。

■
９
日
、
佐
用
町
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
利
用
料
改
定
を
提
案
、
審
議
。

■
10
日
、
附
属
中
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
、
流
星
塵
採
集
を
継
続
中
で
顕
微

鏡
と
必
死
の
戦
い
。
い
く
つ
か
流
星
塵
ら
し
き
も
の
が
見
つ
か
る
。

■
11
日
、
県
労
政
福
祉
課
長
天
文
台
公
園
将
来
構
想
等
の
懇
談
の
た
め
、
県
立

大
自
然
研
・
田
原
所
長
と
訪
問
。

■
13
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
研
究
部
長
・
池
田
啓
さ
ん
（
享
年
60
歳
）
を

偲
ぶ
会
で
豊
岡
へ
。
時
間
を
全
く
間
違
え
、
一
人
で
記
帳
、
合
掌
。

■
15
日
、
16
日
は
佐
用
町
議
会
一
般
質
問
。

■
17
日
、
佐
用
町
議
会
本
会
議
。
21
年
度
専
決
補
正
予
算
可
決
。

■
18
日
、
大
学
連
携
の
但
馬
文
教
府
高
齢
者
大
学
で
豊
岡
へ
。
自
然
研
教
授
会

は
石
田
天
文
台
長
が
代
理
出
席
。

今年も８月１２日にスターダストが開催されます。
参加無料、申し込みは不要です。是非ご来園ください。

■
19
日
、
第
７
回
天
文
楽
セ
ミ
ナ
ー
は
「
球
状
星
団
の
ひ
み
つ
」

■
24
日
、
佐
用
町
議
会
閉
会
日
、
天
文
台
公
園
利
用
料
改
定
可
決
。

■
26
日
、
出
身
の
姫
路
東
高
校
同
窓
会
長
や
副
会
長
と
懇
談
、
寄

贈
を
し
た
百
年
記
念
館
で
の
講
演
会
を
要
請
さ
れ
る
。

■
28
日
〜
30
日
、
日
本
公
開
天
文
台
協
会
の
大
会
出
席
の
た
め
仙

台
へ
、
発
表
は
「
距
離
の
単
位
『
天
文
単
位
』『
光
年
』
は
い
つ

登
場
し
た
の
か
」。
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天文台インフォーメーション

例会参加申込表
会員No. 氏名 
宿泊棟　家族用ロッジ・グループ用ロッジ
　　　　　 大人     こども       合計
参加人数　 （　）　　（　）　　　（　）
宿泊人数　 （　）　　（　）　　　（　）
シーツ数　 （　）　　（　）　　　（　）
朝食数　　 （　）　　（　）　　　（　）
部屋割   男 （　）女（　）家族（　）
グループ別観望会の希望コース（　）

　　編集後記　　
　今月の天文の話題は「はやぶさ」につきま
す。同じように探査機運用で宇宙科学研究本
部のみなさんが苦労された「のぞみ」という
火星探査機がありました。のぞみは火星を通
過してしまったために話題とはなりませんで
したが、その時のご経験が、少なからずはや
ぶさの成功につながったと考えます。失敗は
成功の元。父にはそうよく言い聞かされまし
たが、失敗を恐れず成功につなげたいと思っ
ています。　　　　主任研究員／時政典孝

　＃第 122回 友の会例会
日時：9月 11日（土）18:30（受付）～翌朝
費用：宿泊 大人 500 円、子供 300 円（今年度

より友の会から宿泊料金の助成があります。）
　　　※シーツ代金が含まれています。
　　　朝食 500 円  ( 希望者 )
申込方法：申込表 ( 下表 ) を参考に
電話：0790-82-3886、FAX：0790-82-2258
e-mail：Subject に「Sep」と記入し、
　　　　アドレス「reikai@nhao.jp」へ
申込締切：家族棟　8月 14 日（土）
　　　グループ棟泊、日帰り 9月 4日（土）
◎テーマ別観望会
　次号にてお知らせします。

Information

＃は友の会会員のみなさんだけへのお知らせです。

　  訂正とお詫び
先月号裏表紙にてお名前の誤りがありまし
た訂正いたしますとともにお詫び申し上げま
す。
（誤）会員：光森章孝さん
（正）会員：光森章貴さん

　 サイエンスイベント
日時：８月８日（日）14:00 ～ 15:00
場所：天文台南館スタディルーム
対象：小学生　　定員：30名
参加費：100 円　
天文台へお電話にてお申し込みください
内容：内容は未定です。毎回子どもたちが科

学に触れながら楽しめる科学実験や工
作を行っています。

　 スターウォッチング
日時：８月８日（日）19:00 から 22:00
場所：天文台南館       定員：30名
天文台へお電話にてお申し込みください
内容：双眼鏡でベガ周辺の星観察をします。

みなさんの観察結
果をもとに、見え
た星の明るさから
夜空の明るさ調べ
環境省へ報告しま
す。

　  施設ガイドツアー
日時：日曜日、祝日
　　　10:00 ～ 11:00、14:30 ～ 15:30
場所：天文台北館より天文台公園内
参加無料、申し込み不要
内容：天文台研究員が公園内の隠れた見どこ

ろを散策しながらご案内します。

はりま宇宙講座
　「はりま宇宙講座」を今年も開講します。7
月から募集を開始し、9月から来年の 1月に
かけて講座を実施します。
　参加ご希望の方は下記のページの申し込み
フォーマットを参考にメールにてお申込下さ
い。http://www.nhao.jp/sommelier/
問い合わせ：電話　0790-82-3886
　　　　　　e-mail sommelier@nhao.jp
申込締切：7月 24 日
開催場所：兵庫県立西はりま天文台公園、姫
路科学館「アトムの館」、姫路市宿泊型児童
館「星の子館」、加古川市立少年自然の家、
加古川総合文化センター、明石市立天文科学館
対象：中学生以上
参加費：1 講座あたり 500 円。講座によっ
ては別途教材費がかかります。詳細は上記の
ページよりご確認下さい。
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おもしろ天文学：ネットで楽しむ太陽　     時政 典孝
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全般　 金星が見ごろ
  7 日　水星が東方最大離角
13日　ペルセウス座流星群が極大
20日　金星が東方最大離角
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